
 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

令和７年７月18日 
文責：藤芳 秀樹 

個人情報保護のため、写真は鮮明度を落としています 

終業式で話したこと （同じ方向性で話をしていただくと有難いです） 
今日で１学期が終わります。 
１学期の始めに、校長先生は学年に合わせて「頑張

ってほしいこと」を伝えましたが覚えていますか？ 
１年生には入学式で「命を大切にする・あいさつ・友

達となかよく」をお願いしました。２年生には始業式で「自
分のことは自分でできるように」、３年生には「中学年で
す。学級のために役立つ人に」、４年生には「新しい勉
強や活動が広がるのでどの活動もがんばる」、５年生に
は「高学年なので、学校全体のために役立とう」、６年
生には「最上級生として下級生の手本やお世話を。学
校のリーダーに」。みなさん、できましたか？ 
校長先生は１学期中、みんなの努力や成長をたくさ

ん見つけました。それを学校通信でお家や地域の人に
伝えましたが、それでは全然足りないくらいです。 
「グーペタピン」で話をしっかり聞く、字を丁寧に書く、

宿題や自主学習、忘れ物をしない、「さん」をつけて友
達を大切に、長く泳げるように練習、無言掃除、植物の
お世話、係や委員会活動・・・。 
人の成長はゆっくりでわかりにくいけど、何もがんばら

なかった・成長しなかったという人は一人もいません。１
学期の自分ががんばったことや成長したことを振り返り、
自分で自分をほめてあげてください。 
ただし、清水小のみんなはもっと力を秘めているし、も

っとできると感じています。『「いいね」と「ありがとう」あふ
れる 清水小』『あいさつ日本一』。２学期はさらなる頑
張りや活躍を見せてくれることを期待しています。 
  
さて、明日から楽しみな夏休みですね。 
「よ～し、夏休みを楽しもう。夜遅くまでゲーム。自転

車で校区外まで行っちゃえ。子どもだけで川遊び。他の
人に迷惑かけてもいいんじゃない。」…いいかな？ 
「楽しむ」って「人に迷惑をかけること」ではありません。

「自分をだめにすること」でもありません。「楽しそうだな。」
と思っても「これは危ない。」とか「ルールやマナー違反
だ。」と思ったらしない。逆に「ちょっと面倒で嫌だな。」と
思っても、しなくてはならないことはきちんとする。どちらも
心が強くないとできません。事故、大きなケガや病気が
ないように自分の命や健康、よい生活は自分の強い心
で守ってください。夏休みは地域で過ごし、世の中のル
ールやマナーを身につける期間です。 
また、夏休みは自分の時間がたっぷりあるので、いろ

んなことに取り組めます。自分が好きな恐竜や虫・歴史
などについてくわしく調べること、草花の世話、お手伝い
やボランティアをして役に立つこと、スポーツや楽器演
奏などの練習、工作や料理で何かを作って楽しむ‥な
ど、いろんなことにチャレンジできます。全校集会で紹介
した大谷選手やエジソンのように、自分の夢に向かって
チャレンジしたり、いろんな人や自然とふれあったり、趣
味に打ち込んだりして、自ら夏休みを充実させましょう。 
  
２学期は８月２９日からです。みんなが「夏休みは楽し

かった。」「二学期もがんばろう。」と笑顔で元気に登校
してくれるのを楽しみにしています。 

１学期終業式を行いました 
私の話（内容は右側参照）の後、３年生

と６年生の４人の代表児童が作文を発表
してくれました。「１学期がんばったこと、
あと少しだったところ、自分の夢に向かっ
て努力していること、夏休みの見通し、二
学期がんばりたいこと」 
どの子の発表もすばらしく、１学期をが

んばった充実感とさらなる成長への希望
が伝わってきました。 
  
その後、生徒指導の山口先生から「夏

休みの生活」について以下の点で指導が
ありました。 
〇命を守る‥とびだししない  自転車はヘルメット 
      川は大人と行く  ４つの車に乗らない 
〇よい生活‥早寝早起き  お手伝いをする 
〇ルール‥用もなくお店に行かない  メディアルールを守る 
     お金や物のやりとりをしない 

家庭・地域での見守りをお願いします 
子どものために「お出かけ」「買い物」以外にも、「一緒に家事をする」

「子どもの好きなことを一緒に取り組む」「一緒に体を動かす」など、日
常のふれあいをお願いします。実体験を通して気持ちを通わせたり、し
つけをしたりすることは、とても大切です。もちろん大人は夏休みではあり
ませんので、時間を見つけて‥‥で結構です。また、自分の子以外も
「清水の子」として温かい声かけをしていただけると有難いです。 

１学期が終了しました。子どもたちは大きな事故もなく、様々な活動を通して成長することができました。これも

皆様にご理解とご協力をいただいたおかげです。深く感謝申し上げます。 

障がい ってなんだろう？ 
４年生は、視覚障がいをお持ちの方をお招

きして、お話を聞きました。自ら調理をする
様子などを見せてもらい、工夫や努力によっ
て障がいは乗り越えられること、逆に周りの
支えが必要な場面もあること等、生きたお話
を聞くことができました。 

  
互いのがんばりを讃え、自分たちの手で楽しもう 

委員会イベントや学級のお楽しみ会。とてもにぎやかで笑顔
がはじけていました。子どものアイデアに驚かされました。 

 


